
第３学年 道徳学習指導案

日 時 平成１７年１０月２８日(金)１校時

対 象 ３組(男１７名 女１５名 計３２名)
指導者 伊 藤 万 里

１ 主題名 わたしたちにできることは〔思いやり・親切２－(２)〕

２ 資料名 耳をおいてでかけられますか？ 出典：学研「みんなのどうとく」３年 

３ 主題設定の理由

(１)価値について

本主題は第３学年および第４学年の指導内容２－(２)「相手のことを思いやり、親切にする。」を

ねらいとしている。

人間関係を築く基本は、お互いを尊重し、相手の心情を共感的に理解することである。しかし、

経験不足から、相手の置かれている状況を把握できなかったり、相手の気持ちになって考えること

ができなかったりすることもある。

中学年は、徐々に相手の心情や立場を理解できるようになる時期である。この時期をとらえて、「相

手のことを考え、思いやりの心をもって接する」という心情を育てる必要がある。思いやりの心を

もって接するとは、相手のおかれている立場を理解し、相手の気持ちを推し量って、援助や声がけ

をすることである。本主題では、身近な社会の中で、障害のある人や老人、幼児などに対して思い

やりの心をもって接していこうという心情を育てたい。

(２)児童について

学級の児童は、男女ともに仲がよく、互いに声を掛け合う姿がよく見られる。「３年３組のよいと

ころ」として、「仲がよいこと」「助け合えること」をあげる児童も多い。 
また、第３学年の学年テーマは「３ピース！人にやさしく」である。このテーマのもと、児童は

「ほかの人にやさしくしよう」という気持ちをもって生活している。特に、帰りの会などでは「○

○さんにやさしく声をかけてもらってうれしかったです。」「○○さんは思いやりがあるなあと思い

ました。」といった声が聞かれるなど、一人一人がテーマを意識して生活していることがうかがわれ

る。一方で、困っている友達がいても、仲のよい友達でないと見て見ぬふりをしたり、どうすれば

よいか分からないと行動に移せなかったりすることもある。特に、障害をもつ友達に対しては、ど

のようにカバーしたらよいか迷う場面も見られる。

そこで、本主題では、聴覚障害者への理解を通し、自分たちにできることをやってみようとする

気持ちを養いたい。相手が何を必要としているのか、どうしてほしいのかを３年生なりに考え、取

り組んでいこうとするきっかけになるようにしたい。

(３)資料について

本資料は、学校で出会った聴覚障害者や聴導犬について、姉が主人公である妹に教えるという会

話形式で構成されている。主人公は姉との対話の中で、障害者への理解を深めていく。姉の問いに

対する主人公の返事は枠囲みで示されているが、姉の思いに共感し、会話が成立しているものと考

えられる。

外見からの判断が難しいため、聴覚障害者は誤解されたり理解してもらえなかったりすることが

多くあるという。そうした立場の人が、実際にどんなことで困っているのか、何をしてほしいのか

を考え、枠囲みに自分の姿を重ね合わせながら言葉を入れることで、障害者への思いやりの気持ち

を育てることができる資料である。

(４)指導にあたって

総合的な学習の時間に、アイマスク体験や車椅子体験、お年より体験などの活動を行った。これ

らの活動で、これまでの生活では感じることのなかった不便さや不自由さを体験することができた。

また、一人で行動することには恐怖を伴い、介助を必要とすることも多くあるのだということを学

ぶことができた。本資料で扱う聴覚障害についてもわずかな時間ではあるが疑似体験しており、手

助けが必要だということは理解できると考える。一方、「聴導犬」については、詳しく知らない児童



がほとんどである。

そこで、本時の気づく段階では資料の写真に着目させ、聴導犬や聴覚障害に関心をもたせたい。

そして、登場人物について把握し、話し合いの方向性を見出したい。

見つめる・つかむ段階では、資料と体験を絡ませながら、耳が聞こえないことによる不安や恐怖、

不便さなどについて考えさせたい。そして、「わたし」の返事に自分の気持ちを反映させることによ

り、相手が何を必要としているのか、どうしてほしいのかを考え、それに応えていこうとする気持

ちを引き出していきたい。

広げる段階では、実際に手話ボランティアをされている方の講話を聞きながら、自分ができるこ

とに取り組もうとする気持ちの大切さを考えさせたい。

まとめる段階では助けを必要としている人に対して自分が取り組んでみたいことを考えさせ、実

践意欲につなげたい。

この学習を通し、障害者への理解を深めるとともに、日常的にも相手が何を必要としているのか、

どうしてほしいのかを考え、それを実践しようとする気持ちを育みたい。

４ 本時指導の位置付け 

地域講師に

ついて

【竹田智子さん】

・ 協力を依頼するねらい

本時の学習から児童は手話に関心をもち、実際に学んでみたいという気持

ちをもつと考えられる。そこで、広げる段階で実際に手話を教えていただき、

これからの活動への意欲につなげたい。また、講師ご自身のこれまでの経験

の中から、ボランティアを始めたきっかけややって良かったと感じたこと、

思いやりをもって行動することの大切さをお話しいただき、自分ができるこ

とをしていこうとする気持ちを育みたい。

・ 特徴

実際に手話ボランティアをなさっている方である。クラブ活動などにも積

極的にお手伝いしてくださっていることから、児童に分かりやすく講話をし

ていただける方である。

・ 探し方 
本校児童の保護者でもあり、ボランティアクラブの活動にもお手伝いいた

だいている。昨年度は、クラブ活動以外にも、４年生の総合的な学習の時間

での「手話を学ぶ活動」や手話を取り入れた合唱練習の際に来校しており、

聴覚障害や手話に関する授業にふさわしい方と判断した。
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５ 本時の指導

(１)ねらい

相手に対し、思いやりの気持ちをもって接しようとする態度を育てる。

(２)展開の大要

段階 学習活動と主な発問 予想される発言や心の動き 指導・援助の留意点

気

づ

く

8
分

1 写真を見て、気付いたことを話し合

う。 
○この写真から気付いたことを発

表しましょう。

2 登場人物について把握し、話し合い

の方向性をつかむ。

・犬が写っている。 
・犬の服に聴導犬と書いてある。 
・女の人が犬を抱いている。 
・サングラスをかけた男の人が写って

いる。 
・いつの写真なのかな。

・資料のカラー写真

(パラリンピック

観戦 )を拡大して

提示し、聴覚障害

や聴導犬に関心を

もたせる。

・「わたし」になった

つもりで、考えて

いくことを確認す
「わたし」がどんな返事をしたのかを考えよう。
る。 

見

つ

め

る

つ

か

む

20
分

3「耳をおいてでかけられますか？」

を読み、枠囲みに入る言葉について

話し合う。 
○聴導犬のことを知っていますか。

○えりさんはなぜ「外に出かけると

き耳をおいて出かけられます

か?」と聞いたのでしょう。

○「いやな顔をされることがある」

ということについてどう思いま

すか。

◎聴導犬や盲導犬、介助犬を連れて

いる人に会ったら、どんなことを

してあげたいですか。

・知らなかった。

・もっと詳しく教えて。

・耳が不自由な人に代わって、音を聞

く犬だよ。 
・耳が聞こえない人の気持ちを考えて

ほしかったのかな。 
・外に出るということがとても怖いこ

とだから、わかってもらいたかった

んじゃない。

・車のクラクションも聞こえないから

危ないということを知ってほしか

ったのかな。 
・聴導犬がそばにいないと困るという

ことを考えてほしかったのかな。 
・聴導犬なんだからわかってあげれば

いいのにね。

・えりさんがかわいそうだね。 
・出かけたくなくなるよね。

・まだまだ聴導犬のことを知らない人

が多いから、仕方ないのかな。 
・わたしも、嫌だな。

・困っているようだったら、話を聞い

てあげたいな。

・役に立っている犬なんだと周りの人

に教えてあげたらどうかな。 
・手伝えることはないか聞いて、手伝

ってあげたらどうかな。 

・「聴導犬」や「手話」

について説明を加

える。

総合的な学習
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・聴覚障害者は外見

ではなかなか区別

がつかないこと、

食べ物を扱うとこ

ろに動物を連れて

入ることは難しい

ことを補足説明し

た上で、考えさせ

る。 
・助けを必要として

いる姿を見かけた

ときに、何とかし

てあげたいと考

え、相手の気持ち

に応えようとする



○「わたし」は手話を習うことにつ

いて何と返事をしたでしょう。

・手話を覚えていると、耳が不自由な

人とも分かり合えるから習ってみ

たいな。 
・そうだね。一緒に習いたいな。

ことが「思いやり」

なのだということ

を押さえる。

広

げ

る

10
分

4地域講師の講話を聞き、感想をもつ。

○手話をやってみましょう。

○話を聞いて、感想を発表しましょ

う。 
・相手のことを考えるのは難しいけ

ど、やりがいがあることなのだと思

いました。

・自分もやってみたいです。

・もっと手話を習ってみたいと思いま

した。

・手話を教えていた

だき関心を深めた

後に講話をしてい

ただく。

手話ボランテ

ィアを始めたき

っかけや、やって

いて良かったと

感じたことにつ

いて経験を基に

お話しいただく。

ま
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め
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5 助けを必要としている人に対して、

どんなことができるか考える。

○助けを必要としている人に対し、

自分だったらどんなことをした

いですか。

・どんなことで困っているか聞いて、

手伝ってあげる。

・一緒に遊ぶ。 
・聴導犬や、盲導犬、介助犬などの役

に立っている動物を宣伝する。

・手話を覚えてお話しする。

・心のノートＰ38 に

記入させる。
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７ 資料分析

資料名 耳をおいてでかけられますか？ 出典：学研（「みんなのどうとく」３年） 

ねらい 相手に対し、思いやりの気持ちをもって接しようとする態度を育てる。

場

面

①えりさんと「美

音」を知る場面

②耳が聞こえないこ

との怖さを考える

場面

③嫌な顔をされたと

きのことを考える

場面

④自分ができること

を考える場面

外

的

状

況

と

主

人

公

の
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の
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き

学校で「美音」と

いう聴導犬を連れ

たえりさんに会っ

た事を聞く。 

・妹にも教えたい。

・はじめて知るこ

とばかりだ。

「外にでかけるとき、

耳をおいてでかけら

れますか?」となぜ聞

かれたか、一緒に考え

る。 

・音が聞こえないと、

怖いことがたくさ

んある。

・自分だったらどうか

考えてほしいのか

な。 
・なぜこんなこと聞い

たのかな。

「こういうところに

犬をつれてくるなん

て。」と、いやな顔を

される時もあること

を知る。 

・聴導犬のことがま

だまだ知られてい

ないから、困るこ

ともあるんだ。

・聴導犬のことを知

らない人が多いよ

ね。 
・どうしていやな顔

をするのかな。

「こういう犬をつれ

ている人に会ったら、

どんなことをしてあ

げようか？」となげか

けられる。

思いやり

・聴導犬のことを宣伝

したい。

・盲導犬や介助犬を連

れている人にも協

力したい。

・手話を一緒に覚えよ

う。 
・困っている人の役に

立ちたいな。

児

童

の

意

識

・聴導犬って何だ

ろう。

・どうして、えり

さんは聴導犬を

連れているのか

な。 

・えりさんは自分だっ

たらということを

考えてほしいのか

な。 
・耳が聞こえないって

すごく怖いことだ

な。 
・自分だったら耳をお

いて出かけられる

かな。

・聴導犬なんだから

わかってあげれば

いいのに。

・こんなに不便なこ

とがいっぱいある

のに、どうしてい

やな顔をするのか

な。 
・えりさんがかわい

そうだな。

・犬がいたら不潔だ

し、ほえたら怖い

な。 

・どんなことを手伝っ

たらいいか聞いて

みたいな。

・役に立っている犬な

んだと説明してあ

げたいな。 
・一緒に出かけて、手

伝いたいな。

・手話を覚えて話した

いな。

・どうしてあげたらい

いかな。

・何ができるかな。

発

問

○聴導犬のことを

知 っ て い ま す

か。 

○えりさんはなぜ「外

に出かけるとき耳

をおいて出かけら

れますか?」と聞い

たのでしょう。

○「いやな顔をされ

ることがある」と

いうことについて

どう思いますか。

◎聴導犬や盲導犬、介

助犬を連れている

人に会ったら、どん

なことをしてあげ

たいですか。

○手話を習うことに

ついて何と返事を

したでしょう。 

怖い 

驚き 

困惑

親切不安




